
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

平
成
三
十
一
年
度
、
七
日
市
場
区
の 

代
表
区
長
に
就
任
し
ま
し
た
六
‐
三
組 

の
黒
岩
と
申
し
ま
す
。 

前
任
の
橋
澤
代
表
区
長
並
び
に
、
中 

条
会
計
区
長
の
後
を
受
け
て
七
日
市
場 

区
の
自
治
会
活
動
を
微
力
な
が
ら
担
当
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

今
年
度
は
改
元
で
平
成
か
ら
令
和
に
変
わ
り
ま
し
た
が
、
私
た
ち

区
長
会
の
メ
ン
バ
ー
紅
林
会
計
区
長
、
桑
原
管
理
区
長
、
逸
見
農
政

防
犯
区
長
と
共
に
精
一
杯
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
応
援
の
程
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

思
え
ば
平
成
は
、
非
常
に
自
然
災
害
の
多
い
時
代
で
し
た
。 

こ
れ
か
ら
私
た
ち
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
日
々
の
暮
ら
し
や
住
環

境
、
自
然
環
境
、
等
々
複
雑
化
し
多
様
化
す
る
様
々
な
問
題
を
ど
う

解
決
す
べ
き
か
、
ど
う
対
処
す
べ
き
な
の
か
、
個
々
の
力
に
は
限
界

が
あ
り
ま
す
。 

自
分
達
だ
け
で
は
出
来
な
い
こ
と
は
、
お
互
い
に
協
力
し
補
い
あ

い
な
が
ら
課
題
解
決
を
進
め
て
行
け
る
地
域
作
り
が
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。 

七
日
市
場
区
の
皆
様
お
互
い
が
信
頼
し
協
力
し
て
支
え
合
え
る

区
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

平
成
か
ら
令
和
に
変
わ
り
新
た
な
気
持
ち
で 

小
笠
原
英
行
館
長
の
後
を
受
け
、
公
民
館
長
に 

就
任
し
ま
し
た
。
八
‐
三
組
の
大
嶋
で
す
。 

昨
年
は
小
笠
原
英
行
公
民
館
長
、
尾
澤
主
事
、 

各
専
門
部
の
皆
様
の
ご
協
力
を
受
け
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
本
年
度
は
昨
年
の
経
験
を
生
か
し
微
力
な
が
ら
一
年
間
の
職

務
を
つ
と
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
公
民
館
の
行
事
に
は
参
加
し
た
事
は

あ
る
け
れ
ど
、
専
門
部
の
会
議
や
各
種
行
事
に
出
席
し
、
地
区
の
活
性

化
に
努
力
さ
れ
て
い
る
人
た
ち
の
手
助
け
に
す
こ
し
で
も
役
に
た
て
れ

ば
と
の
思
い
で
一
年
間
務
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
専
門
部
の
部
長
、
副
部
長
さ
ん
は
行
事
の
人
集

め
と
次
年
度
の
役
員
決
め
に
大
変
ご
苦
労
さ
れ
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
地
区
の
皆
様
に
は
積
極
的
に
公
民
館
活
動
に
参
加

し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

主
事
の
尾
澤
さ
ん
と
、
今
年
度
か
ら
新
た
に
副
館
長
と
し
て
北
原
輝

義
さ
ん
と
と
も
に
一
年
間
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

ふれあい なのかいち Vol.１８ No.１ 第５１号２０１９年７月１４日 

1 ふれあい なのかいち 

公
民
館
長
就
任
に
あ
た
っ
て 

 

七
日
市
場
地
区
公
民
館
長 

大
嶋 

正
義 

代
表
区
長 

黒
岩 

誠
司 

代
表
区
長
就
任
挨
拶

副公民館長 
北原 輝義 

主事 
尾澤 修一 

 

 

 



  
 

「
体
育
部
長
就
任
挨
拶
」 

 
 
 
 
 
 

体
育
部
長 

 

溝
口 

貴
弘 

 

本
年
度
の
体
育
部
長
を 

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
事 

に
な
り
ま
し
た
、
溝
口
と 

申
し
ま
す
。 

 

以
前
よ
り
、
体
育
部
の 

活
動
内
容
に
つ
い
て
は
知
っ
て
い
た
つ
も
り
で
は

あ
り
ま
す
が
、
引
き
継
い
で
み
て
そ
の
大
変
さ
を

改
め
て
実
感
し
て
お
り
ま
す
。 

 

今
年
も
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
を
は
じ
め
、
公

民
館
対
抗
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
様
々
な
行
事
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
の
で
是
非
沢
山
の
方
々
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
一
緒
に
盛
り
上
げ
て
い
け
れ
ば
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
大
役
を
無
事
に
果
た
せ
る
か

不
安
も
あ
り
ま
す
が
、
地
域
の
皆
様
方
と
の
交
流

の
場
を
少
し
で
も
よ
り
良
く
す
る
よ
う
努
力
致
し

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

  
 

副
部
長
（
会
計
） 

 
 
 
 
 
 

五
‐
一 

丸
山 

晴
美 

 
 

副
部
長
（
編
集
） 

 
 
 
 
 
 

一
‐
七 

森
清 

寿
郎 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふれあい なのかいち Vol.１８ No.１ 第５１号 ２０１９年７月１４日 

「
文
化
部
長
就
任
挨
拶
」 

 
 
 
 
 
 

文
化
部
長 

 

中
山 

友
明 

 
今
年
度
、
文
化
部
長
の 

大
役
を
務
め
さ
せ
て
頂
く 

事
に
な
り
ま
し
た
中
山
で 

す
。 

 

経
験
が
無
い
の
で
大
役 

を
務
め
あ
げ
る
事
が
出
来
る
か
不
安
で
一
杯
で

す
が
、
公
民
館
三
役
様
、
副
部
長
の
河
野
さ
ん
・

小
林
さ
ん
、
今
年
度
の
文
化
部
員
の
皆
様
、
七
日

市
場
区
の
皆
様
方
と
力
を
あ
わ
せ
て
盛
り
上
げ

て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
公

民
館
主
催
の
敬
老
会
で
御
招
待
の
皆
様
に
楽
し

ん
で
頂
け
ま
す
よ
う
に
職
務
を
進
め
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 

八
月
の
夏
祭
り
に
向
け
た
準
備
で
も
、
部
員
の

皆
様
の
お
力
を
借
り
て
、
来
年
以
降
も
楽
し
み
に

し
て
頂
け
る
よ
う
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

一
年
間
、
御
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。 

 
 

副
部
長
（
会
計
） 

 
 
 
 
 
 

一
‐
四 

河
野 

幸
恵 

 
 

副
部
長
（
編
集
） 

 
 
 
 
 
 

七
‐
二 

小
林 

建
児 

２ ふれあい なのかいち 

「
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
に
参
加
し
て
」 

 
 
 
 
 
 

一
‐
四 

 

中
村 

利
昭 

 

六
月
二
日
朝
肌
寒
い
中
、
皆
さ
ん
元
気
良
く
集

合
し
今
日
は
頑
張
る
と
言
う
笑
顔
で
し
た
。 

 

六
月
の
体
育
は
昭
和
時
代
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

か
ら
次
い
で
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
な
り
ま
し
た
。 

 

私
は
平
成
十
八
年
七
日
市
場
マ
レ
ッ
ト
愛
好

会
に
入
会
し
現
在
と
な
り
ま
す
。 

 

私
の
願
い
は
来
年
度
は
多
く
の
皆
さ
ん
の
参

加
を
望
み
、
筆
を
置
き
ま
す
。 

マレットゴルフ大会（体育部） 

【2019 年 6 月 2 日】 



  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふれあい なのかいち Vol.１８ No.１ 第５１号 ２０１９年７月１４日 

「
生
活
産
業
部
長
就
任
挨
拶
」 

生
活
産
業
部
長 

松
田 

三
保 

３ ふれあい なのかいち 

 

不
慣
れ
で
不
安
ば
か
り
で
す
が
、
部
員
の
皆

様
、
地
域
の
皆
様
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
一
年
間
務
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

九
月
に
「
生
活
に
役
立
つ
セ
ミ
ナ
ー
」
、
十
二

月
に
「
し
め
縄
講
習
会
」
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

 

皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

  
 

副
部
長
（
会
計
） 

 
 
 
 
 
 

三
‐
四 

久
保
田
和
世 

副
部
長
（
編
集
） 

 

一
‐
八 

河
野
久
彰 

「
生
活
産
業
部
長
就
任
挨
拶
」 

女
性
部
長 

田
中 

正
美 

女
性
学
級
の
「
背
骨
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
」

に
参
加
し
ま
し
た
。
日
頃
の
運
動
不
足
解
消
に
と

出
掛
け
ま
し
た
。
体
の
ゆ
が
み
の
理
論
的
説
明
か

ら
し
て
い
た
だ
き
、
仙
骨
を
ゆ
る
め
て
、
整
え
て
、

筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
後
ス
ト
レ
ッ
チ
を
し
ま
し

た
。
両
足
が
軽
く
な
り
、
久
し
ぶ
り
の
爽
快
感
で

し
た
。
体
の
ゆ
が
み
も
チ
ェ
ッ
ク
で
き
、
不
調
の

原
因
も
わ
か
り
ま
し
た
。
今
の
体
の
状
態
と
向
き

あ
っ
て
、
セ
ル
フ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
心
掛
け
た
い

で
す
。
講
座
に
参
加
し
て
本
当
に
よ
か
っ
た
。 

「
女
性
学
級
に
参
加
し
て
」 

四
‐
三 

中
条 

和
子 

 

背骨コンディショニング講座（女性部） 

【2019 年 5 月 26 日】 

か
な
か
地
域
行
事
に
参
加
す
る
機
会
が
少
な
い
私

で
す
が
、
昨
年
の
太
極
拳
教
室
は
と
て
も
楽
し
く
よ

い
刺
激
に
な
り
ま
し
た
。 

 

色
々
な
行
事
を
通
じ
て
、
地
域
の
皆
様
や
役
員
、

部
員
の
方
々
と
交
流
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

 

十
一
月
に
は
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
教
室
を

予
定
し
て
い
ま
す
の
で
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。 

 
 

副
部
長
（
会
計
） 

二
‐
三 

田
多
井
芳
子 

副
部
長
（
編
集
） 

 

四
‐
三 

林
百
合
子 

 

今
年
度
、
生
活
産
業

部
長
を
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
田
中
で
す
。 

子
育
て
や
仕
事
で
な

今
年
度
、
生
活
産
業

部
長
を
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
松

田
で
す
。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

 

 
 
   
 
 

 
 
 

 

8 月 

28 日 盆踊り講習会（文化部） 

14 日 夏祭り盆踊り大会（文化部）

 
 
 

 

 
 
 

 

 
 

 

令和元年度 七日市場公民館 年間行事予定表 

～～ みなさんお誘いあわせのうえ、ご参加ください！ ～～

6 月 2 日 マレットゴルフ大会 

14 日 ワンバウンドふらば～るバレーボール大会（体育部）

詳細案内と募集は、回覧板でご連絡いたします。 

2 日 三郷公民館・芸能発表会（文化部）

3 日 女性学級教室（女性部）

17 日 人権講習会（総務）

1 月 19 日 卓球大会（体育部）

2 月 16 日 冬季公民館対抗スポーツ大会（体育部）

11 月 

1 月・2 月 

7 月 

5 月 26 日 女性学級(背骨コンディショニング講座）

5 月・6 月 

 

18 日 夏季公民館対抗スポーツ大会（体育部）

6 月 15 日 敬老会 

部 長 溝口貴弘 3-3 
副部長 森清寿郎 1-7 

副部長(会計) 丸山晴美 5-1 

体育部 

 
 
 

9 月 

8 日 生活に役立つセミナー（生活産業部）

 

 
 
 

 

10 月 

12 日 三郷祭り・文化産業展（生活産業部）

13 日 三郷祭り・文化産業展（生活産業部）

13 日 三郷市民運動会（体育部）

 
 

12 月 

8 日 しめ縄作り講習会（生活産業部）

２
０
１
９
年
７
月
１
４
日

 
ふ
れ
あ
い
 
な
の
か
い
ち

 
V

ol
.１

８
 

N
o.
１
 
第
５
１
号

 

４
 
ふ
れ
あ
い
 
な
の
か
い
ち

 

   
公民館長 大嶋正義 8-3 
副公民館長 北原輝義 4-3 
主 事 尾澤修一 1-1 

公民館三役 
   

部 長 中山友明 4-1
副部長 小林建児 7-2

副部長（会計） 河野幸恵 1-4

文化部 
  

部 長 中田正美 7-3 
副部長 林百合子 4-3 

副部長(会計) 田多井芳子 2-3 

女性部 
  

部 長 松田三保 7-5
副部長 河野久彰 1-8

副部長(会計) 久保田和也 3-4

生活産業部 



 

グ ル ー プ 名 例  会 会   場 人数 連絡先(代表者 電話) そ の ほ か 

み や び 会 
総会 3 月(役員の選出) 

敬老祝賀会 9 月 
コミュニティセンター

他 
66 名 松澤 静司  

親睦旅行年 2 回(春・秋)、マレッ

トゴルフ大会、教養講座講演会、

他との交流会、社会奉仕活動 

詩 吟 の 会 
毎週 水曜日 

(PM 7:30～PM 9:00) 
コミュニティセンター 4 名 丸山 孝雄  

昭和 60 年 3 月 詩吟のサークル

として誕生 

七日市場安曇盆唄保存会 
年間を通して 

数回の会合と練習 
コミュニティセンター 40 名 萩原 昭平  

市老連芸能発表会出演、 
公民館夏祭り参加 

七日市場の歴史を学ぶ会 月に 1 回ほど 
資料や現場を 
尋ねて学ぶ 

50 名 曽根原 孝和  
学習会、研修旅行、地区生徒会の

学習支援、例大祭ふれあい活動 

七 日 市 場 諏 訪 神 社 
祭 り ば や し 保 存 会 

毎月 第 3 土曜日 
PM 7:30～ 

七日市場諏訪神社 32 名 萩原 基氾  
4 月例祭、宵祭、本祭・8 月夏祭

りに参加 

七 日 市 場 コ ー ラ ス 
月 2 回 第 2 第 4 金曜日 

5-10 月 PM 8:00～PM 9:30
11-4 月 PM 7:30～PM 9:00

コミュニティセンター

(多目的ホール) 
20 名 神村 節子  

みさとふれあいコンサート、春・

夏祭り(バルーンアート)参加、ボ

ランティア活動として公民館の

花壇の手入れ 他 

家庭婦人バレーボール 
( バ レ ー ボ ー ル ) 

月 1～2 回練習 
PM 7:30～PM 9:30 

小学校第二体育館 4 名 竹内 香  

リーグ戦 全 7 試合＆審判、ゆ

りの木杯、三郷友好都市スポーツ

交流会(予定)、新春バレーボール

大会 

ナイターソフトボール 
( ソ フ ト ボ ー ル ) 

4 月中旬～9 月下旬 
月 4～5 回 

PM 7:00～PM 9:30  

文化公園グランド 
小倉グランド 

21 名 青木 隆幸  

リーグ戦 全 15 試合,審判数試

合・慰労会・忘年会など楽しい飲

み会もあります。(夏季スポーツ

大会参戦) 

七 卓 同 好 会 
( 卓 球 ) 

毎月第 1, 第 3 金曜日 
PM 7:00～PM 9:00 

コミュニティセンター

2F 
11 名 三澤 いちゑ  

親睦を図り健全なるスポーツと

しての活動 

マレットゴルフ愛好会 年 4 回 5・7・9・12 月 七日市場公園・他 12 名 加藤 忠男  
公園の整備と清掃、暑気払い、忘

年会あり、みやび会との合同大会

あり、会員募集中 

ゴ ル フ 同 好 会 年 5 回 4・6・8・10･12 月
豊科カントリークラブ

他 
26 名 大工原 征則  

コンペ 4, 6, 8, 10, 12 月、親睦ゴ

ルフ大会。反省会、懇親会 

ピ ン フ ク ラ ブ 
( 麻 雀 ) 

年 12 回(毎月第 1 土曜日) 
PM 1:00～PM 4:00 

コミュニティセンター

1 階講座室 
7 名 三澤 いちゑ  

年 12 回実施しているが、メンバ

ーを募集中しております。 

 

七日市場地区 サークル活動のご案内 
～～ いっしょに学びと交流の輪を広げましょう！ ～～ 

学びの輪 交流の輪 

芸
術
・
文
化
・
交
流 

ス
ポ
ー
ツ
・
交
流 

会 員 募 集 

例 会 情 報 

５
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い
ち

 
 

２
０

１
９

年
７

月
１

４
日

 
ふ

れ
あ

い
 

な
の

か
い
ち

 
V

ol
.１

８
 

N
o.
１

 
第

５
１

号
 



  

「
盛
り
上
が
っ
た
冬
季
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」 

 
 

一
‐
一 

公
民
館
主
事 

 

尾
澤 

修
一 

三
郷
地
区
公
民
館
対
抗
の
冬
季
ス
ポ
ー
ツ
大
会

が
二
月
十
七
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
種
目
は
、

ワ
ン
バ
ウ
ン
ド
ふ
ら
ば
ー
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
。
当

館
か
ら
は
二
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。
大
変
寒

い
中
で
し
た
が
体
も
良
く
動
き
、
三
位
と
素
晴
ら

し
い
結
果
で
し
た
。
そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
、
お

互
い
の
健
闘
を
称
え
合
い
大
い
に
盛
り
上
が
り
、

来
年
は
新
メ
ン
バ
ー
の
参
加
を
募
り
、
優
勝
に
向

け
頑
張
ろ
う
と
意
気
投
合
し
ま
し
た
。
七
日
市
場

地
区
の
皆
様
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 
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「
卓
球
大
会
」 

 
 
 

八
‐
三 

公
民
館
長 

大
嶋 

正
義 

 

雪
が
時
お
り
舞
う
な
か
で
も
、
大
勢
の
み
な
さ

ん
が
参
加
さ
れ
て
卓
球
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 

何
年
ぶ
り
か
で
ラ
ケ
ッ
ト
を
に
ぎ
り
し
め
て

卓
球
を
し
た
け
れ
ど
も
、
な
か
な
か
体
が
つ
い
て

い
け
ず
に
大
変
で
し
た
。
あ
つ
い
戦
い
の
中
で
も

笑
い
が
あ
り
、
わ
き
あ
い
あ
い
と
す
ご
せ
た
一
日

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

６ ふれあい なのかいち 

「
平
成
最
後
の
七
日
市
場
諏
訪
神
社
例
祭
」 

 
 

祭
り
ば
や
し
保
存
会
副
会
長 

三
澤 

節
治 

 

平
成
三
十
一
年
度
の
七
日
市
場
諏
訪
神
社
例
祭

が
、
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し

た
。 

 

祭
り
ば
や
し
の
あ
る
お
祭
り
は
、
平
成
十
四
年
の

ご
遷
宮
の
時
に
復
活
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
十
七
年

途
絶
え
る
事
な
く
祭
り
ば
や
し
を
例
祭
に
奉
納
し

て
き
ま
し
た
。
年
号
が
平
成
か
ら
令
和
に
な
っ
た
今

年
、
気
持
ち
も
新
た
に
祭
り
ば
や
し
の
伝
承
に
努
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

卓球大会（体育部） 

【2019 年 1 月 20 日】 

冬季スポーツ大会（体育部） 

【2019 年 2 月 17 日】 

諏訪神社例祭 

【2019 年 4 月 28.29 日】 



【七日市場地区公民館ホームページ】をご活用ください。 

 

七日市場地区公民館は、公民館の広報とともに区民の皆さんのコミュニケーションツールとし

てホームページを開設しています。本ホームページは、公民館行事の予定や報告とともに、公民

館報「ふれあいなのかいち」のカラー版を鮮明な画質で掲載しています。本年度は公民館各サー

クルの活動等の紹介も積極的に行っていく予定です。また、「七日市場の歴史バックナンバー第 1

回から第 33 回」や「七日市場安曇盆唄保存会制作（2010 年）の安曇盆唄ＤＶＤ動画」など七日

市場の貴重な歴史資料コンテンツも閲覧できます。 

 ホームページ事務局では、各記事へのコメントや皆さんからの投稿（写真、文章）をお待ちし

ています。ホームページ内のコメントフォーム（各記事下部の「コメントをどうぞ」）や投稿フォ

ーム（ホームページ上部の「お問合せ＆投稿」）で簡単に投稿できます（投稿画像サイズは１MB

以下です）。なお、投稿は一旦事務局が受信してから原則としてそのまま掲載いたしますが、サイ

ト利用規定により変更することもあります。 

 先ずはお手元のパソコンやスマホでアクセスしてみてください。ＵＲＬを直接入力するかキー

ワード「七日市場地区公民館ホームページ」で検索してアクセスできます。ホームページを通じ

て地区の皆さんと大いに交流しましょう。（七日市場地区公民館ホームページ事務局） 

ホームページＵＲＬ：http://nanokaichiba.wakwak.info/wordpress/ 

ふれあい なのかいち Vol.１８ No.１ 第５１号 ２０１９年７月１４日 

７ ふれあい なのかいち 
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８ ふれあい なのかいち 

「
七
日
市
場
の
歴
史
（
第
四
十
六
回
）
」 

 
 

 

平
成
期
の
七
日
市
場
② 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

曽
根
原 

孝
和 

  

公
園
建
設
の
願
い 

昭
和
五
十
年
代
後
半
こ
ろ
か

ら
人
口
が
増
え
る
と
と
も
に
車
社
会
が
進
展
し
て
き

ま
し
た
。
七
日
市
場
で
も
子
ど
も
た
ち
が
庭
や
道
端
で

思
い
き
り
遊
ぶ
姿
が
少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

新
し
い
住
宅
で
は
子
ど
も
が
十
分
遊
べ
る
庭
を
持
た

な
い
家
も
多
く
見
え
ま
し
た
。
そ
う
い
う
中
で
、
六
十

年
こ
ろ
よ
り
区
民
の
間
に
小
運
動
場
の
建
設
を
望
む

声
が
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

工
事
の
着
工
・
竣
工 

こ
の
願
い
は
、
六
十
一
年
（
一

九
八
六
）
の
評
議
員
会
で
協
議
さ
れ
、
県
営
農
業
圃
場

整
備
事
業
と
合
同
の
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
研

究
・
検
討
さ
れ
ま
し
た
。
つ
い
で
六
十
二
年
の
初
集
会

で
方
向
が
提
案
さ
れ
、
協
議
の
結
果
、
「
公
園
の
場
所

は
区
の
ほ
ぼ
中
央
部
、
面
積
は
約
一
○
○
○
坪
、
一
戸

負
担
は
八
○
○
○
円
と
議
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

平
成
元
年
（
一
九
八
九
）
四
月
、
地
主
と
土
地
売
買

契
約
が
な
さ
れ
、
平
成
二
年
工
事
に
着
工
し
、
翌
年
三

月
に
竣
工
し
ま
し
た
。
開
園
は
五
月
五
日
の
子
供
の
日

に
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
そ
う
に
遊
ん
で
行
く

姿
に
区
民
は
安
堵
し
、
公
園
が
子
ど
も
や
大
人
の
交
流

の
場
に
な
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
ま
し
た
。
以
後
、

平
成
六
年
に
公
園
内
に
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
、
平
成
七

年
に
は
サ
ッ
カ
ー
の
ゴ
ー
ル
が
設
置
さ
れ
（
現
在
は
撤

去
）
、
公
園
の
機
能
が
充
実
し
て
き
ま
し
た
。 

 

区
民
で
環
境
整
備
を 

公
園
の
管
理
は
区
長
が
行

い
、
春
と
秋
に
は
組
長
が
清
掃
・
草
取
り
・
樹
木
の
枝

打
ち
な
ど
を
行
っ
て
環
境
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
二
十
五
年
か
ら
は
、
晩
秋
に
み
や
び
会
（
老

人
ク
ラ
ブ
）
が
落
ち
葉
掃
き
を
行
っ
て
き
て
い
ま
す
。

公
園
は
区
民
み
ん
な
の
協
力
に
よ
っ
て
気
持
ち
よ
く

利
用
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。 

 

防
災
広
場
の
機
能
も 

平
成
二
十
五
年
、
公
園
は
区

民
の
緊
急
避
難
場
所
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
三
十
年
七

月
に
は
、
公
園
北
西
の
一
角
に
防
災
倉
庫
が
設
置
さ
れ
、

防
災
資
機
材
等
が
保
管
さ
れ
ま
し
た
。
公
園
は
時
代
と

と
も
に
多
目
的
に
活
用
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。 

（
平
成
期
の
七
日
市
場
①
に
編
集
上
の
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。
お
詫
び
す
る
と
と
も
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
該

当
箇
所
を
訂
正
し
ま
し
た
。
） 

    

編
集
後
記 

 

五
月
一
日
に
新
元
号
令
和
が
公
布
さ
れ
、
平
成
が
終

わ
り
、
新
し
い
時
代
が
始
ま
り
ま
し
た
。
令
和
は
日
本
最
古

の
歌
集
「
万
葉
集
」
の
梅
花
の
歌
の
序
文
か
ら
二
文
字
と
っ

て
命
名
さ
れ
、
典
拠
を
日
本
古
典
と
す
る
元
号
は
今
回
が

初
め
て
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
和
は
二
十
回
目
と
な
る

が
令
が
使
わ
れ
る
の
は
初
め
て
で
す
。
令
和
の
意
味
は
、

「
人
々
が
美
し
く
心
を
寄
せ
合
う
中
で
、
文
化
が
生
ま
れ

育
つ
。
梅
の
花
の
よ
う
に
、
日
本
人
が
明
日
の
希
望
を
咲
か

せ
る
国
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
」
だ
そ
う
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

ふ
れ
あ
い
な
の
か
い
ち
は
、
平
成
の
時
代
に
五
十
号
発
行

さ
れ
ま
し
た
。
令
和
元
年
は
区
切
り
の
良
い
五
十
一
号
の

発
行
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
新
公
民
館
長
、
新
代
表
区

長
、
新
専
門
部
長
の
紹
介
に
始
ま
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活

用
推
進
、
四
十
六
回
目
の
連
載
と
な
る
七
日
市
場
の
歴

史
、
最
近
の
行
事
を
掲
載
。
そ
の
他
に
、
元
年
度
の
活
動
と

し
て
、
サ
ー
ク
ル
活
動
、
年
間
行
事
予
定
を
掲
載
し
ま
し

た
。
是
非
ご
活
用
頂
き
、
公
民
館
活
動
に
興
味
を
抱
い
て

頂
く
と
と
も
に
積
極
的
に
ご
参
加
頂
き
、
令
和
の
意
味
す

る
心
を
寄
せ
合
い
、
七
日
市
場
の
素
晴
ら
し
い
文
化
を
生

み
出
し
て
頂
け
ば
と
思
い
ま
す
。
元
年
度
は
、
こ
の
後
五
十

二
、
五
十
三
号
の
二
回
の
発
行
を
予
定
し
、
広
報
活
動
を

し
て
ま
い
り
ま
す
。
お
楽
し
み
頂
け
た
ら
幸
い
で
す
。 

主
事 

尾
澤 
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夏祭り盆踊り大会【2019 年 8 月 14 日】

 

 

文
化
部
長 

中
山 

友
明 

ふれあい なのかいち Vol.１８ No.２ 第５２号 ２０１９年１０月１４日 

1 ふれあい なのかいち 

夏
祭
り
・
盆
踊
り
大
会
を
終
え
て 

七日市場地区公民館ホームページもご利用ください！！ 

パソコン・スマートフォンでご覧いただけます。                 QRコード 

URL http://nanokaichiba.wakwak.info/wordpress/  

八
月
十
四
日
、
恒
例
の
「
夏
祭
り
・
盆
踊
り
大
会
」

が
諏
訪
神
社
境
内
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
元
号
が

令
和
に
な
り
初
め
て
の
夏
祭
り
は
連
日
の
猛
暑
と
ゲ

リ
ラ
豪
雨
の
心
配
が
あ
り
ま
し
た
が
、
雨
が
降
る
事

な
く
無
事
に
境
内
に
て
行
う
事
が
で
き
ま
し
た
。 

本
年
度
よ
り
、
金
魚
す
く
い
か
ら
ス
ー
パ
ー
ボ
ー

ル
す
く
い
に
変
更
な
ど
あ
り
ま
し
た
が
、
文
化
部
員

に
よ
る
催
し
物
を
楽
し
ん
で
い
る
子
供
達
の
姿
を
み 

 

  

ら
れ
て
安
心
し
ま
し
た
。 

例
年
通
り
「
祭
り
ば
や
し
保
存
会
」「
安
曇
盆
唄
保

存
会
」
「
七
日
市
場
踊
り
の
会
」
「
七
日
市
場
コ
ー
ラ

ス
の
会
」
の
皆
様
方
に
も
一
緒
に
盛
り
上
げ
て
い
た

だ
き
大
変
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
お
祭
り
を
絶

や
さ
ず
に
次
世
代
に
伝
え
て
い
く
た
め
に
も
う
少
し

踊
り
の
講
習
会
に
参
加
者
が
増
え
た
方
が
良
い
か
と

思
い
ま
し
た
。
最
後
に
三
役
の
皆
様
、
文
化
部
員
の

皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
無
事
に
夏
祭
り
を
催

す
事
が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 



  
 

「
軽
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」 

二
‐
三 

 

木
船 

章 

七
月
十
四
日
、
ワ
ン
バ
ウ
ン
ド
ふ
ら
ば
～
る
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
我
チ
ー
ム

は
六
人
中
四
人
が
六
十
歳
越
え
の
高
齢
チ
ー
ム
で

し
た
が
、
他
に
は
小
学
校
低
学
年
生
主
体
の
若
い

チ
ー
ム
等
、
ま
さ
に
老
若
男
女
の
大
会
と
な
り
ま

し
た
。 

参
加
五
チ
ー
ム
で
の
総
当
た
り
戦
、
お
互
い
無

理
を
し
な
い
よ
う
声
を
掛
け
合
い
、
四
試
合
を
乗

り
切
り
ま
し
た
。
試
合
中
も
笑
い
声
が
続
く
楽
し

い
大
会
で
し
た
。
誰
で
も
で
き
る
競
技
で
す
、
皆

さ
ん
次
回
参
加
し
て
は
い
か
が
で
す
か
！
筋
肉
痛

は
少
し
つ
ら
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
・
・
・
。 
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「
七
日
市
場
地
区 

敬
老
会
」 

 
 
 
 
 
 
 

文
化
部
長 

中
山 

友
明 

 
今
年
は
六
月
十
五
日
、
雨
天
に
よ
り
足
元
の
悪

い
中
で
し
た
が
、
四
十
五
名
の
皆
様
に
御
参
加
い

た
だ
き
敬
老
会
を
開
く
事
が
で
き
ま
し
た
。 

 

ま
つ
か
わ
落
語
会
様
の
落
語
と
為
に
成
る
小

話
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
様
で
、
時
お
り
笑
声

や
拍
手
で
会
場
が
和
や
か
な
空
気
に
包
ま
れ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
宴
会
の
席
で
も
お
食
事
や
歓

談
や
カ
ラ
オ
ケ
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
し
た
。

 

私
達
担
当
部
員
に
も
労
い
の
お
言
葉
な
ど
お

気
遣
い
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

２ ふれあい なのかいち 

敬老会（文化部） 
【2019 年 6 月 15 日】 

軽スポーツ大会（体育部） 
【2019 年 7 月 14 日】 

【準優勝 1-4 組】 【優勝 ナイターソフト】 【３位 2-3 組】 

軽スポーツ大会の対戦結果

 

  

【混合 チーム】
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「
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
大
会
の
参
加
」 

  
 
 

七
‐
一 

田
中 

早
織 

３ ふれあい なのかいち 

 

先
日
、
初
め
て
夏
季
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
参
加
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
当
日
初
め
て
チ
ー
ム
の
メ
ン

バ
ー
さ
ん
と
顔
合
わ
せ
で
あ
り
、
と
て
も
ド
キ
ド

キ
し
て
い
ま
し
た
が
、
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
が
と
て

も
温
か
く
迎
え
入
れ
て
く
だ
さ
っ
て
、
す
ご
く
楽

し
く
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
皆
で
勝
ち
取
っ
た
一
勝
は
と
て
も
嬉
し
か
っ

た
で
す
。
一
緒
に
戦
っ
て
く
れ
た
皆
さ
ん
、
応
援

し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
ま
た
来
年
も
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
で
す
。

 

「
夏
季
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」 

一
‐
十
一 

滝
沢 

京
二 

今
年
の
セ
ミ
ナ
ー
は
「
災
害
へ
の
備
え
」（
地
震

編
）
の
講
座
で
し
た
。
い
つ
起
き
て
も
お
か
し
く
な

い
地
震
。
そ
の
時
の
た
め
に
日
頃
や
っ
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
事
、
準
備
し
て
お
か
な
く
て
は

い
け
な
い
事
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
参
考
資
料
な
ど
を

使
っ
て
教
え
て
い
た
だ
い
て
大
変
参
考
に
な
り
ま

し
た
。
い
つ
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
地
震
。
そ
の

時
の
た
め
に
も
、
み
な
さ
ん
も
準
備
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。 

「
心
の
準
備
を
」 

 

一
‐
八 

河 

久
彰 

 

 

生活に役立つセミナー（生活産業部） 
【2019 年 9 月 8 日】 

 

待
ち
に
待
っ
た
夏
季
ス
ポ
ー
ツ
大
会
。
ナ
イ
タ

ー
ソ
フ
ト
と
は
違
い
、
老
若
男
女
の
戦
い
が
あ
り

各
地
区
の
エ
ー
ス
と
強
打
者
の
対
決
も
見
所
の

一
つ
。
で
も
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
表
を
見
て
楽
し
さ
半

減
。
地
区
内
、
地
区
外
の
交
流
の
場
で
あ
る
の
で
、

ど
の
地
区
も
勝
ち
上
が
っ
て
い
け
る
よ
う
な
組

み
合
わ
せ
や
ル
ー
ル
作
り
を
し
て
、
誰
も
が
楽
し

め
る
大
会
に
な
る
こ
と
を
強
く
望
み
ま
す
。 

 

来
年
の
夏
季
ス
ポ
ー
ツ
大
会
も
優
勝
を
目
指

し
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

夏季スポーツ大会（体育部） 
【2019 年 8 月 18 日】 

 

夏季スポーツ大会（体育部） 
【2019 年 8 月 18 日】 
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４ ふれあい なのかいち 

「
七
日
市
場
の
歴
史
（
第
四
十
七
回
）
」 

 
 

 

平
成
期
の
七
日
市
場
③ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

曽
根
原 

孝
和 

  

分
館
建
設
へ
の
願
い 

七
日
市
場
公
園
が
造
ら
れ

る
頃
、
分
館
建
設
を
望
む
声
も
多
く
上
が
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
区
で
は
平
成
二
年
の
初
集
会
で
建
設
へ

の
研
究
を
進
め
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。
次
い
で
八

月
に
は
、
区
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
区
民
の
意
向
が

建
設
に
ま
と
ま
り
ま
し
た
。 

 

解
体
前
の
旧
分
館 

下
の
写
真
は
、
平
成
八
年
解
体

直
前
の
旧
分
館
で
す
。
平
屋
建
て
総
建
坪
は
四
四
、
五

坪
で
、
向
か
っ
て
左
端
は
８
畳
の
消
防
団
詰
所
で
す
。

そ
の
奥
に
８
畳
の
和
室
、
さ
ら
に
奥
に
厨
房
が
あ
り
ま

し
た
。
真
中
の
玄
関
を
入
る
と
、
２
０
畳
の
板
の
間
、

東
が
２
５
畳
の
和
室
で
活
動
の
中
心
の
場
所
で
す
。
右

の
大
き
な
建
物
は
舞
台
庫
で
、
昭
和
五
年
に
左
側
に
改

築
さ
れ
、
昭
和
三
十
六
年
に
右
側
に
移
築
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
右
の
小
さ
な
建
物
は
ポ
ン
プ
置
場
で
す
。
な
お
、

庭
の
松
一
本
は
今
に
続
い
て
歴
史
を
伝
え
て
い
ま
す
。 

 

建
設
場
所
は
現
在
地
に 

平
成
八
年
の
建
設
の
最

終
決
定
ま
で
の
動
き
を
概
観
し
ま
す
。 

 

平
成
四
年 

分
館
改
築
に
向
け
研
究
を
す
る
こ
と

を
決
定
。 

 

平
成
五
年 

分
館
再
建
築
研
究
委
員
会
発
足
。 

 
 

 
 

 

 

平
成
六
年 

同
委
員
会
の
研
究
結
果
を
承
認
、
具
体

化
を
決
定
。 

 

平
成
七
年 

分
館
建
設
委
員
会
を
設
置
し
て
推
進

す
る
こ
と
を
決
定
。 

 

研
究
委
員
会
で
は
、
建
設
場
所
に
つ
い
て
は
、
公
園

近
く
に
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、
郷
蔵
が
あ
っ

た
歴
史
的
に
由
緒
の
あ
る
現
在
地
と
し
て
、
敷
地
を
拡

張
す
る
こ
と
を
含
め
建
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

平
成
八
年 

土
地
の
売
買
契
約
を
締
結
し
、
本
年
度

中
の
建
設
を
決
定
。
つ
い
で
分
館
建
設

委
員
会
を
発
足
さ
せ
て
、
具
体
的
な
推

進
を
し
て
き
ま
し
た
。 

  

平
成
か
ら
令
和
に
な
っ
て
６
ケ
月
が
た
と
う
と
し
て
い
ま

す
。 地

区
の
行
事
も
半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
振
り
返
っ
て
み

ま
す
と
、
肌
寒
い
中
で
の
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
、
人
気
の
あ

っ
た
背
骨
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
、
太
陽
の
光
が
照
り
付
け
る

中
で
の
夏
季
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
毎
日
雨
降
り
が
続
く
中
で

の
盆
踊
り
な
ど
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
無
事

こ
な
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
心
か
ら
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま

す
。 こ

の
後
、
市
民
運
動
会
、
人
権
講
習
会
、
し
め
縄
講
習

会
、
卓
球
大
会
、
も
ろ
も
ろ
の
行
事
が
あ
り
ま
す
が
、
み

な
さ
ん
の
温
か
い
声
援
と
、
た
く
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い

し
ま
す
。 

公
民
館
長 

大
嶋 

編
集
後
記 
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七日市場区 防災訓練【2019 年 12 月 8 日】 
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1 ふれあい なのかいち 

七
日
市
場
区 

防
災
訓
練 

七日市場地区公民館ホームページもご利用ください！！ 

パソコン・スマートフォンでご覧いただけます。                    QRコード 

URL http://nanokaichiba.wakwak.info/wordpress/  

  

本
年
度
は
䣍
皆
さ
ん
ご
承
知
の
と
お
り
９
月
の
台
風
に

始
ま
り
䣍
豪
雨
災
害
や
暴
風
等
に
よ
る
災
害
が
日
本
各
地

を
襲
い
列
島
縦
断
の
大
災
害
と
な
り
ま
し
た
䣎
記
憶
に
新

し
い
台
風
１
９
号
は
䣍
長
野
県
の
千
曲
川
の
決
壊
と
い
う

恐
ろ
し
い
事
態
を
招
き
䣍
命
を
な
く
さ
れ
た
方
々
に
心
よ

り
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
䣎
ま
た
住
宅
が
水
害
に

あ
わ
れ
た
り
䣍
畑
や
田
ん
ぼ
・
果
樹
園
に
被
害
を
受
け
て

未
だ
に
対
応
に
追
わ
れ
て
い
る
方
々
が
い
ら
䣬
し
䣭
い
ま

す
䣎
私
た
ち
に
今
で
き
る
こ
と
は
䣍
公
的
機
関
を
通
じ
て 

 

 

 

七
日
市
場
区
代
表
区
長 

黒
岩 

誠
司 

や
個
人
的
な
形
で
も
関
わ
り
合
い
な
が
ら
暮
し
て
い
く
事

が
必
要
と
思
い
ま
す
䣎 

幸
い
に
も
七
日
市
場
区
で
は
䣍
他
県
や
東
䣍
北
信
程
の

被
害
を
受
け
る
こ
と
が
無
か
䣬
た
の
で
す
が
䣍
い
つ
ま
た

自
分
た
ち
の
周
り
に
も
こ
の
様
な
災
害
が
起
き
る
と
も
限

り
ま
せ
ん
䣎
常
日
頃
か
ら
個
人
䣍
組
䣍
区
で
自
主
防
災
の

意
識
を
持
ち
な
が
ら
防
災
訓
練
や
防
災
研
修
会
等
に
積
極

的
に
参
加
し
て
頂
い
て
䣍
い
ざ
と
い
う
時
に
率
先
し
て
行

動
が
出
来
る
よ
う
に
な
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
䣎
そ
う
な
る

た
め
に
も
今
後
䣍
防
災
関
係
の
研
修
会
や
防
災
訓
練
の
機

会
を
増
や
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
䣎
私
た
ち
区

長
会
も
地
域
住
民
の
暮
ら
し
と
安
全
を
守
る
た
め
に
出
来

る
事
を
考
え
な
が
ら
努
力
し
て
い
く
事
が
重
要
と
思
い
ま

す
䣎
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
䣎 



  

ど
う
す
る 

の
か
？ 

こ
れ
ら 

は
今
年
も 

講
師
の
宮 

坂
さ
ん
に 

ご
指
導
し 

て
い
た
だ 

き
な
が
ら
䣍 

各
自
思
い 

思
い
に
作 

り
ま
し
た
䣎 

最
後
に 

し
め
縄
や 

松
飾
り
の 

意
味
を
ご 

存
じ
で
す 

か
？ 䣓

こ
の
家
を
神
聖
な
場
所
と
し
て
洗
浄
し
て
か

ら
天
地
の
神
を
お
迎
え
し
䣍
一
年
間
こ
の
家
を
守

り
幸
せ
を
も
た
ら
し
て
い
た
だ
く
た
め
䣔
だ
そ
う

で
す
が
䣍
大
切
な
日
本
の
文
化
と
そ
の
意
味
を
後

世
に
遺
し
た
い
も
の
で
す
䣎 

今
年
も
格
好
は
悪
く
て
も
味
の
あ
る
し
め
縄
が

で
き
ま
し
た
䣎
良
い
年
が
迎
え
ら
れ
そ
う
で
す
䣎 
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䣓
毎
年
楽
し
み
な
䣕
し
め
縄
講
習
会
䣖䣔 

 
 

 
 

 
 

 

二‐

六 

丸
山 

博
幸 

 

 
ど
ん
な
に
忙
し
く
て
も
師
走
の
第
二
日
曜
日

は
䣍
し
め
縄
講
習
会
の
た
め
に
予
定
を
空
け
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
䣎
理
由
は
䣍
材
料
や
道
具
が
す

べ
て
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
作
䣬
た
し
め
縄

を
入
れ
る
大
き
な
紙
袋
を
持
䣬
て
い
く
だ
け
で
䣍

お
正
月
を
迎
え
る
準
備
が
で
き
る
か
ら
䣎 

 

今
で
は
農
家
で
も
稲
わ
ら
を
切
䣬
て
し
ま
い

ま
す
の
で
䣍
し
め
縄
に
使
え
る
稲
わ
ら
が
手
に
入

り
ま
せ
ん
䣎
ま
し
て
や
農
家
で
な
け
れ
ば
䣍
さ
ら

に
貴
重
で
す
䣎
今
年
か
ら
細
田
さ
ん
に
良
質
な
稲

わ
ら
の
ご
提
供
と
ご
指
導
も
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
䣎 

 

し
め
縄
は
䣍
䣓
ご
ぼ
う
じ
め
䣔
と
し
め
縄
の
両

側
に
枝
松
と
一
緒
に
飾
る
䣓
や
す
䣔
の
ほ
か
に
䣍 

䣓
紙
垂
䥹
し
で
䥺
䣔
も
必
要
で
す
が
䣍
こ
れ
も
用

意
さ
れ
て
い
ま 

す
䣎
残
り
は
枝 

松
と
み
か
ん
を 

購
入
す
る
だ
け
䣎 

ま
さ
に
至
れ
り 

尽
く
せ
り
䣎 

䣓
ご
ぼ
う
じ
め
䣔 

と
䣓
や
す
䣔
は 

２ ふれあい なのかいち 

䣓
人
権
学
習
講
演
会
䣔 

 
 

 

人
権
教
育
推
進
委
員 

大
嶋 

正
義 

 

䣓
雨
に
も
ま
け
ず 

丈
夫
な
体
を
も
ち 

い
つ

も
静
か
に
笑
䣬
て
い
る
䣔 

宮
沢
賢
治
の
詩
を
手

が
か
り
に
䣓
優
し
さ
䣔
䣓
思
い
や
り
䣔
を
考
え
る

を
テ
䤀
マ
に
曽
根
原
先
生
に
よ
る
講
演
会
を
や

り
ま
し
た
䣎 

 

ア
ン
ケ
䤀
ト
か
ら
は
学
校
の
授
業
で
習
䣬
た

時
よ
り
人
生
を
重
ね
た
今
䣍
宮
沢
賢
治
の
人
生
観

を
深
く
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
䣎 

人権学習講演会（総務）【2019年 11月 17日】 

 

しめ縄講習会（生活産業部）【2019年 12月 8日】 
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䣓
プ
リ
ザ
䤀
ブ
ド
フ
ラ
ワ
䤀
作
り
䣔 

四‐

四 

杉
本 

政
子 

 

３ ふれあい なのかいち 

 
プ
リ
ザ
䤀
ブ
ド
フ
ラ
ワ
䤀
の
参
加
は
二
回
目

で
し
た
が
䣍
忘
れ
て
し
ま
䣬
た
事
が
多
く
て
心
配

し
た
の
で
す
が
䣍
先
生
に
丁
寧
に
教
え
て
頂
き
䣍

な
ん
と
か
完
成
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
䣎 

 

生
花
と
違
䣬
て
プ
リ
ザ
䤀
ブ
ド
フ
ラ
ワ
䤀
は

数
年
綺
麗
な
ま
ま
長
持
ち
す
る
の
が
い
い
と
思

い
ま
す
䣎
自
分
で
作
䣬
た
物
は
特
別
の
様
な
気
が

し
ま
す
䣎
袋
作
り
は
少
し
苦
労
し
た
の
で
す
が
な

ん
と
か
作
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
䣎
不
器
用
な
ん

だ
と
つ
く
づ
く
思
い
ま
し
た
が
䣍
可
愛
い
袋
が
出

来
ま
し
た
䣎 

 
䣓
三
九
郎
に
参
加
し
て
み
て
䣔 

 

五
年
一
組 

中
山 

結
葵 

 

一
月
十
二
日
に
七
日
市
場
地
区
の
三
九
郎
が
あ

り
ま
し
た
䣎
朝
八
時
二
十
分
に
み
ん
な
で
集
ま
り

松
集
め
を
し
ま
し
た
䣎
だ
る
ま
や
松
飾
り
や
豆
が

ら
を
集
め
て
大
人
の
人
に
軽
ト
ラ
䣹
ク
で
運
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
に
ま
と
め
て
置
い
と
き
ま
し
た
䣎

松
集
め
が
終
わ
る
と
七
日
市
場
公
園
に
い
䣬
て
䣍

三
九
郎
の
組
み
立
て
の
準
備
を
手
伝
い
ま
し
た
䣎

だ
る
ま
の
底
を
切
り
取
䣬
た
り
䣍
松
飾
り
の
針
金

を
外
し
た
り
䣍
松
を
や
ぐ
ら
の
近
く
ま
で
運
ん
だ

り
す
る
お
手
伝
い
を
し
ま
し
た
䣎
み
ん
な
で
や
䣬

た
の
で
一
時
間
半
位
で
お
わ
り
ま
し
た
䣎
大
き
な

や
ぐ
ら
が
二
つ
出
来
上
が
り
ま
し
た
䣎
色
々
な
大

き
さ
の
だ
る
ま
や
松
飾
り
を
い
䣬
ぱ
い
協
力
し
て

く
れ
た
家
が
多
く
て
嬉
し
か
䣬
た
で
す
䣎 

 

プリザーブドフラワー教室（女性部） 
【2019年 11月 3日】 

 
 

む
ず
か
し
か
䣬
た
所
は
䣍
松
飾
り
の
針
金
を
外

す
時
に
䣍
ボ
ン
ド
で
固
め
て
あ
䣬
て
取
り
外
す
の

に
苦
労
し
た
と
こ
ろ
で
す
䣎
午
後
二
時
か
ら
や
ぐ

ら
に
地
区
長
の
二
人
が
点
火
し
ま
し
た
䣎
豆
が
ら

や
わ
ら
が
勢
い
よ
く
燃
え
出
し
て
竹
や
だ
る
ま
が

弾
け
て
大
き
な
音
が
し
ま
し
た
䣎
や
ぐ
ら
が
お
き

火
に
な
䣬
て
か
ら
䣍
ま
ゆ
玉
や
マ
シ
䣻
マ
ロ
を
焼

い
て
食
べ
ま
し
た
䣎
来
年
も
楽
し
く
三
九
郎
が
で

き
る
よ
う
に
䣍
友
達
と
協
力
し
て
地
区
行
事
に
参

加
し
て
い
き
た
い
で
す
䣎 
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「
七
日
市
場
の
歴
史
（
第
四
十
八
回
）
」 

 
 

 

平
成
期
の
七
日
市
場
④ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

曽
根
原 

孝
和 

 

建
設
に
向
け
て
の
動
き 

区
で
は
分
館
を
平
成
八

年
度
中
に
建
設
す
る
こ
と
を
決
め
、
具
体
的
に
動
き
出

し
ま
し
た
。 

こ
の
年
の
主
な
経
過
を
見
ま
す
と
、
三
月
に
建
設
工

事
の
設
計
管
理
を
、
黒
河
内
一
級
建
築
士
事
務
所
に
決

定
し
、
四
月
に
は
舞
台
庫
を
諏
訪
神
社
境
内
に
移
転
新

築
し
ま
し
た
。
五
月
に
は
、
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
助
成
事
業
」(
宝

く
じ
助
成)

の
決
定
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
区
民
負
担
の
軽
減
に
も
つ
な
が
り
建
設
へ
の
動
き

が
一
層
進
み
ま
し
た
。
な
お
、
こ
の
こ
と
か
ら
分
館
建

設
は
、
「
七
日
市
場
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
建
設

事
業
」
と
し
て
推
進
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
六
月
に

は
建
設
工
事
は
、
株
式
会
社
「
橋
詰
組
」
に
決
定
し
ま

し
た
。 

 

区
民
の
熱
意
と
支
援
も
得
て 

建
設
業
者
が
決
定

さ
れ
て
七
月
十
日
に
起
工
式
、
九
月
八
日
に
上
棟
式
と

工
事
は
順
調
に
進
め
ら
れ
、
十
二
月
八
日
に
は
竣
工
式

を
迎
え
、
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

平
成
二
年
の
初
集
会
で
建
設
へ
の
研
究
を
進
め
る

こ
と
を
決
め
て
か
ら
七
年
目
に
、
区
民
待
望
の
コ
ミ
ュ 

ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
が
建
設
さ
れ
た
の
で
す
。
な
お
、

建
設
費
の
総
額
は
約
七
五
〇
〇
万
円
で
、
自
治
セ
ン
タ

ー
助
成
金
二
〇
〇
〇
万
円
、
村
の
補
助
金
約
九
〇
〇
万

円
、
区
民
負
担
金
約
四
六
〇
〇
万
円
（
一
戸
当
た
り
約

一
三
万
円
）
で
し
た
。
建
物
の
総
面
積
約
四
〇
五
平
方

㍍
（
一
二
二
・
五
坪
）
に
、
区
民
の
熱
意
と
多
く
の
支

援
が
結
集
し
た
の
で
し
た
。 

 

新
た
な
グ
ル
ー
プ
活
動
も 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
が
で
き
て
か
ら
公
民
館
の
活
動
・
事
業
は
、
文

化
・
体
育
・
産
業

の
各
部
会
が
、
一

層
積
極
的
に
事

業
等
を
企
画
し

活
動
し
て
き
て

い
ま
す
。
ま
た
、

新
し
い
グ
ル
ー

プ
も
発
足
し
て

自
主
的
な
活
動

が
盛
ん
に
な
り

ま
し
た
。
現
在
は
、

一
二
の
グ
ル
ー

プ
が
工
夫
し
た

活
動
を
し
て
い

ま
す
。
グ
ル
ー
プ
活
動
は
、
地
域
づ
く
り
に
も
つ
な
が

る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

昨
年
は
８
月
１
５
号
、
９
月
１
９
号
と
台
風
が
猛
威
を
奮

い
た
く
さ
ん
の
河
川
が
氾
濫
し
大
き
な
被
害
が
あ
り
ま
し

た
。
通
年
は
台
湾
か
ら
九
州
へ
の
進
路
だ
っ
た
の
が
今
回
は

関
東
地
方
直
撃
に
よ
り
こ
の
よ
う
な
災
害
に
見
舞
わ
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
こ
の
影
響
で
三
郷
の
運
動
会
も
残
念
な
が
ら

中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
教
室
は
多
数
の
参
加
者
で
盛
況

で
き
れ
い
な
花
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
曽
根
原
先
生
の
宮
沢

賢
治
の
講
義
も
と
て
も
分
か
り
や
す
く
知
ら
な
か
っ
た
宮
沢

賢
治
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
せ
ま
し

た
。
し
め
縄
作
り
は
個
人
的
に
は
や
っ
た
事
が
な
く
当
日
一

回
も
触
る
こ
と
な
く
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
来
年
は
是
非

自
分
で
作
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。 

わ
た
し
が
知
っ
て
い
る
三
九
郎
は
夕
方
暗
く
な
っ
て
か
ら

点
火
し
た
も
の
で
し
た
が
最
近
は
安
全
を
考
慮
し
て
昼
間
に

実
施
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
ね
。
み
ん
な
楽
し
そ
う
に

繭
玉
を
焼
い
て
今
年
の
無
病
息
災
を
願
っ
て
い
ま
し
た
。 

副
公
民
館
長 

北
原 

 

編
集
後
記 
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